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序章　研究の理由と目的、方法
第１節　研究の理由
　これは、私が教育実習に行った時の体験である。
　「テんテい、あそぼ。」そう言ってきたのは、小学 2 年生のＴ君である。私は、あまり気に
せずにその子と遊んでいたが、ふと周りを見ると、「かくエんぼしよう」、などの幼児語が未
だに抜けずにいる子どももいる。その時に思い出したのだ。
　あれは、私が小学校の低学年。そう、この小学 2 年生のＴ君と調度同じ時期である。学校
から帰り、友達と遊ぶ約束をしたのだ。みんなが集まると私は「秘密基地ごっこ」をしよう
と言った。ところが、みんなは「秘密チチって何だよ」と私をバカにする。そんなことは言
ってないと思ったが、皆が皆、同じようなことを言った。中には「もう一回言って」など、
と私をバカにする子もいる。頭に来た私は、友達と喧嘩し、家に帰り泣いた。
　当時の私は、学校に行くと毎週月曜日の 4 時間目という決まった時間、クラスのみんなと
は授業を一緒に受けていない。私は『ことばの教室』というものに通っていたのだ。そのこ
とばの教室というところでは、ビデオを見たり、お菓子を食べながら先生とカルタやトラン
プをしたり、すごろくゲームをしたり、と遊んでばかりいた。そんなことばの教室であった
ため、私は毎週楽しく通っていた。クラスのみんなからはお菓子を食べたり、遊んでいたり
してずるいと羨ましがられ、内心自慢でもあった。一人だけ特別扱いを、受けているような
気がしたのだ。みんなは普通の授業だが、私は遊び。それは、子どもなら誰でもそのように
感じるであろう。
　私の中では、『ことばの教室』イコール『遊び』というような概念があったのだ。学校の分
散で 3 年生からは別の学校に行き、それきりことばの教室には通わなくなった。私も大きく
なるにつれ、ことばの教室に通っていたことも忘れ、ことばもいつの間にか正しく発音でき
るようになっていた。
　今回、このような卒業論文を書く機会があり、題材選びに悩んでいると教育実習でのＴ君
のことを思い出した。それからは、忘れていた記憶が走馬灯のように思い出され、「ことばの
障害について」を題材にして書こうと思ったのだ。私の経験や実習校のＴ君などが要因になり、
このことについて書く機会を得たのだ。
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第２節　研究の目的と方法
　まず、私は様々な本を読んだ。ことばについての本。子どもについての本。子どもとこと
ば、ことばの障害など様々な本を読んだ。その中で、私が経験してきた、ことばの教室の遊び。
あれは、遊びではなく指導であり、援助であることに気付いた。私は、少し情けなくなると
同時に、教育者や指導者に改めて尊敬の念を覚えたのであった。自分一人だけが遊んでいる、
お菓子も食べられる、みんなとは違うのだ、と思っていたことに情けなさが沸き、子どもに
遊びのように思わせる教師の指導力、そこに尊敬の念を覚えたのだ。
　私は、「カ行」の「き」と「タ行」の「ち」の発音がうまくできなかった。そのことで、よ
く友達にバカにされては、喧嘩をしていた。「あれ、ツキが出てるよ」が「あれ、ツチが出て
るよ」と聞こえてしまう、といった感じである。この一音だけで、変な誤解や私の伝えたい
意思が相手に伝わらなく、イライラしてしまうことが多々あった。今考えると、きっとＴ君
も苦労しているであろう。周りの大人が援助をしてあげていたら別であるのに、とそんな思
いも出てきた。
　多分、このようなことばの障害は、広く知られていないであろう。現に、専門家も少ない
というのが現状だ。さらに、周りの大人は成長と共に治るであろうと思っている人も多い。
確かに、成長で治る部分が多いのだ。口の筋肉の発達や舌の動かし方が、成長と共にスムー
ズになる。また、脳からの指令も早くなり、自然と治っていくことが多い。
　しかし、これらのことばの障害は五歳までに治さないと治りにくいという事実もある。私
は小学 2 年生、つまり七歳までことばの教室に通っていたのだ。そんな子ども達は、今後一
生をことば障害と付き合っていかなくてはならない。私は自分が経験していた分、それが可
哀想でならない。その子の周りが少し協力するだけで治っていたものが、一生治らないもの
になるのだ。
　そんな子どもを救ってあげたい。また、その子の助けになるのであれば少しでも援助をし
てあげたいという思いが、このような論文を書くに至る目的である。基本的に私は本を読み、
またインターネットのサイトなどでことばの障害について調べた。その中のほとんどが古い
資料であり、新しい資料が少なかった。そこで、私は実際に教育現場に携わっている友達に
協力を依頼し、今の教育現場の現状を知ることにした。また、ことば障害を専門に扱う教育
機関にも足を運び、色々なことを知ることができた。これから述べることは、私が得た知識
であり、様々な協力者のもとに作成した資料である。
第１章　ことばの発達に遅れのある子ども達
第１節　ことば遅れの原因
　子どものことば障害、と一言で言っても様々なものがある。障害を元から持っていて、思
うように話せない子。耳に異常があり、うまくことばを聞きとれない子。どもり（吃音）が
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抜けない子。自分の意思を伝えることが下手で話せない子。失語症など、程度の重いものか
ら軽いものまで様々である。そんな中でも、障害を持っていない正常な子どもが、同い年の
子どもと同等なことばを発することができない。「ことば遅れ」をここでは取り上げてみる。
　子どもは、赤ちゃんとしてお母さんのお腹の中から生まれてくる。それは、一つの生命の
誕生の瞬間であり、この世に生を授かった赤ちゃんが、初めてことばを発する瞬間でもある。
「オギャー」という泣き声である。生まれてから数ヶ月すると、赤ちゃんはハイハイをして、
自分で歩き出すようになる。また、一歳を迎える頃になると早い子では「赤ちゃんことば」、
つまり「喃語」を話すようになる。赤ちゃんは、自分の興味があるものを必死で伝えようと「オ
ー！オー！」と指をさして喃語を話す。そして、1 歳後半から 2 歳にかけて、「ワンワン」「ブ
ーブー」などの幼児語を話すのだ。
　3歳ぐらいになると徐々に幼児語も抜け始める。サカナを「シャカナ」や「タカナ」と言ったり、
ヒトツを「ヒトチュ」と言ったりするような幼児音へと変わってくる。３歳から４歳にかけて、
早い子では幼児音が抜け、正しい発音ができるようになり、５歳前後では、ほとんどの子ど
もが正しい発音をできるようになるのだ。
　ほとんどの子が 5 歳までに、このようなことばの発達過程を経て、正しい発音ができるよ
うになっている。また、それが普通だと思っているであろう。しかし、中には発達の遅い子
や何らかの原因で 5 歳を過ぎても正しい発音ができていなかったり、幼児音が抜けていなか
ったりする。現に、序章第 1 節で述べたＴ君や私は小学 2 年生、つまり 7 歳まで正しい発音
ができないでいたのだ。それは、なぜなのか。
　原因は、様々である。精神的な問題のある子。舌ったらずな子。自閉的傾向がある子。ま
た、家庭環境や親の教育の問題。コミュニケーション不足。癇癪持ち。口や舌がうまく使え
ていない。ＬＤやＡＤＨＤの子。また、近年ではテレビを見過ぎている子ども、いわゆる「テ
レビっ子」がことば遅れの原因であることも分かってきた。子ども一人ひとりによって、異
なった原因があり、ことば遅れになってしまうのだ。このように、同年代の子どもと同等の
発音ができない、ことば遅れの障害を「構音障害」という。
第２節　構音障害
　ことば遅れの障害。構音障害とは、話し手が属している言語社会の音韻体系の中で、話し
手の年齢からみて正常とみなされている語音とは異なった語音を産出し、しかもそれが習慣
化している場合をいう。言語障害の子どもの多くは、この構音障害である。
　それは、子どもの成長過程と密接に関係しているのだ。子どもが言葉を覚えていく中、つ
まり言語を発生する過程の中で、最初の第一歩は言葉を「聴く」ということである。聴くこ
とができてこそ、初めて自分で覚え、言葉を発するようになるのである。この「聴く」とい
う行為、子どもにとっては最も大変な発達段階である。子どもは、人間の五感の一部である「聴
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覚」の発達がとても遅いのだ。
　3 歳の子どもに大人は「爪」と言うが、それを聞いた子どもは「ちゅめ」と言ってしまう。
　「『ちゅ』じゃなくて『つ』よ」と何度も大人が教えても、子どもは「ちゅ」と発音してしまう。
何度もやっていく中で、いつかは言えるようになるだろう、と大人は何度も教えるが子ども
は一向に「つ」とは話してくれない。
　そんなことが何度もあったら、大人は「この子は頭が悪いのかしら」「口が悪いのかしら」「そ
れとも耳が悪いのかしら」と不安になってくるものだ。そして、子どもが「つ」と言えないのは、
単なる発音に問題があるだけであり、何回も繰り返して練習させれば、正しい発音ができる
ようになる、と大人は思う。それが大人の心情であろう。
　しかし、これは子どもにしてみたら苦痛であり、無理な要求である。子どもはまだ、「耳の
聞こえ」の働きが未完成であるために、「つ」が「ちゅ」と聞こえてしまうのだ。大人が何度
も「つ」と教えても、子どもにはそれが「ちゅ」と聞こえてしまう。「ちゅ」と聞こえるもの
を「つ」と発音しろ、といわれても無理な話である。大人にもそのような経験があるであろう。
外国語である。
　例えば、フランス人にフランス語の「ｒ」の発音をしてもらう。ロシア人にロシア語の「ｒ」
の発音をしてもらう。そして、この二人は「ほら、全然違う発音だろう」という。確かに、
フランス語の「ｒ」とロシア語の「ｒ」は異なった発音なのだ。しかし、日本で生まれ育っ
た私たち日本人は、その違いがわからないという。違うといえば違うが、同じといえば同じ
発音のように聞こえる。それは、私たち日本人の「音声区別装置」には、フランス語の「ｒ」
とロシア語の「ｒ」を区別する、聞き分ける「ものさし」がないので、聞き分けようにも聞
き分けることができないのである。そもそも聞き分ける能力が備わっていないのだ。
　小さい子どもも、それと同じことである。聞き分ける能力が未発達なので、同じ音で聞こ
えてしまうのだ。この言葉の音声、音を聞き分ける能力を「音声分解能力」という。音声分
解能力が未熟なのに聞き分けろ、発音しろ、といわれても子どもには無理な話なのである。
　音声分解能力が備わり、音声を聞き分けることができるようになるのは、一般に 3 歳過ぎ
てからだという。
　日本語にはア・イ・ウ・エ・オの五つの母音がある。幼児期にはアとウとエが混じったよ
うなあいまいな母音から始まり、徐々に五つに分化していく。子音が言えるようになるのは
その後であり、パピプペポ・マミムメモ・バビブベボが最初に言えるようになり、次にタテト・
ダデド・カキクケコが言えるようになるのだ。個人差があるものの、これが大体、3 歳前後
だという。サシスセソ・ラリルレロは難しく、90％の子どもが正しく発音できるようになる
のが 5 歳半過ぎである。遅い子は、6 歳過ぎてもまだ発音できない場合もある。子どもには、
このような発達過程があるのだ。
　よって、3 歳の子どもに「つめ」と教えて「ちゅめ」と発音してしまうのは仕方のないこ
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となのだ。
　このように、子どもは 5 歳ぐらいまでは耳が未発達であり、音声を聞き分けるのが難しい
のである。個人差もある。言葉が豊かな環境で育った子どもは、覚えも早く、反対に言葉に
乏しい環境で育った子どもは、覚えも遅いのである。子どもの言語障害の多くは、「ことば遅
れ」であり、それが「構音障害」だということがこれで理解できたであろう。
　また、近年の子どもはこの構音障害が増えているという。その原因は何なのか。次の章で
述べるとする。
第２章　現在の子ども達は
　これから述べるのは、私の知人や友人の実際に教育現場にいる教師、また言語療法士や言
語治療士から聞いた、今の子ども達の構音障害の実態である。
第１節　現在の教育現場の実態
　まず、私の友人である幼稚園の教員から頂いた、今の教育現場の実態（データ）である。
私の論文に協力してくれた友人は 10 人。皆、各々の幼稚園で担任を持つ教師である。
　私は、友人に以下のような質問をした。（対象は 2 歳児から 5 歳児までの子ども）
①クラスの中で構音障害児に当てはまる子どもが何人いるのか。
②その子どもはどうして構音障害なのか。（理由、各教師の見解）
③担任である自分はどのような支援・援助・教育をしているのか。
　の三つである。
　このような質問をしていく中で、私は今の教育現場の実態を知ろうと試みた。これが、そ
の結果と私の考察である。また、生まれつき障害を持ち、うまく発音ができない子や全く話
すことができない子もいたが、その子は対象外とする。
（１）①について
●　結果
子どもは全部で217名。そのうち構音障害児は29名。29名のうち2歳児が3名、3歳児が7名、
4 歳児が 14 名、5 歳児が 5 名、全体の子どもの中で構音障害児の割合が約 13.4％
●　考察
　この①からわかることは、構音障害の子どもが以前より増えているということである。こ
の 217 名の子ども達のうち、約 13.4％の子どもたちが構音障害児なのである。1989 年のとあ
るデータでは、各学校で約 8％の子どもが構音障害であると書かれていたが、今回の私が集
めたデータでは、今は以前の約二倍近くの子どもが構音障害児ということがわかる。私がデ
ータを集めている時に感じたのは、明らかに一昔前に比べれば増えているということである。
私が構音障害を患っていた 1994 年当時（小学 2 年生）、私の周りには私と同じような構音障
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害を患っている友達が二人しかいなかったのを覚えている。人数はわからないのだが、当時
1 クラス 40 人弱として、4 クラスあったので、約 150 人学級であった。その中で構音障害の
子どもは、私の知る限りでは、私を含め三人である。割合でいうと約 2％である。
　ちなみに小学 2 年生当時、私のクラスで構音障害児は私一人である。今回集めたデータで
は 10 人の担任教師に協力を依頼したので、全部で 10 クラス分の子どものデータを集めるこ
とができた。驚いたことに、多いところでは 1 クラス 30 人の中に 12 人もの子どもが構音障
害児であった。このクラスは、もうすぐ 5 歳児になるという 4 歳児の子ども達である。
　前の節で述べたが、音声分解能力は 5 歳ぐらいまでは未発達である。しかし、もうすぐ 5
歳児になるという 4 歳児の子どものクラスの約半数が構音障害児なのである。これには驚き
が隠せない。音声分解能力が発達してきている子どもが音声分解能力とは別に、つまり耳の
発達とは別に、何かしらの原因があることをそれは示しているのだ。このことは、後に述べ
るとする。
　この考察でのまとめであるが、1989 年のデータでは約８％であり、私の経験上でも約 2％
の子どもが構音障害児であった。そのデータと今回集めたデータを比べてみても、構音障害
児が増えているということは明らかである。
（２）②について
●　結果
　ここでは 29 名のうち、特に気になる子どもにピックアップをして、データを紹介する。
２歳児
１、Ｍちゃんの場合
　この子はお母さんがうつ病のために、テレビ漬け（※ いわゆる「テレビ教育」・「テレビっ子」
のことをいう）で育ってしまったと思われる。お友達とのコミュニケーションのとり方が下
手で、一人で遊んでいることが多い。極度の人見知りで、人に怯えているようである。その
ため、入園当初はお昼寝の時間でも一人だけ寝ないでソワソワしていることがあった。現在は、
少しずつ改善傾向にあり、お昼寝は一人でできるようになったが、未だに人見知りで、一人
遊びが多いようだ。
※「両親共働き」などの子どもに多く、テレビを見すぎて育ってしまった子をいう。母親
が「テレビを見させておけばテレビに集中し、静かにしているので」「テレビを見させてお
けば、安心」というように、テレビ漬けで育ってしまった。
２、Ｄちゃんの場合
　この子は早生まれであり、癇癪持ちである。話しかければ話すが、その会話はほとんど単
語で話す。単語でしか話せない様子だという。自分からは全く話そうとはせず、その意思も
みられない。自分でもうまく話すことができないことに気付いているため、自分にイライラ
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していることもある。そのためか、周りのお友達にあたってしまうという。感受性が豊かな
ようで、お絵かきなどが得意で、上手である。また、お姉ちゃんがおり、面倒見がとても良
いという。お母さんも何でも許してしまうようなお母さんであるため、わがままで甘やかさ
れて育ってしまったようである。お母さんはそのことについて反省している様子である。
３歳児
３、Ａちゃんの場合
　この子は常に口が半開きであり、舌が見えてしまっているという。口の筋肉が緩いのか、
舌が長いのか、原因はわからない。また、お兄ちゃんがいるがお兄ちゃんも構音障害である。
お母さんが鼻炎持ちであり、話し方もあまり上手ではない。お母さんも「私が原因ではないか」
と悩んでいるという。兄の影響と母親の影響でＡちゃんも構音障害なのではないかと見られ
る。また、小さい頃からテレビが大好きで、毎日テレビの前にいる生活を兄と共に送ってい
るようだ。
４、Ｓ君の場合
　この子は、どもり（吃音）が目立つ子である。お母さんも気にしているが、家庭環境には
何ら原因は見られないという。自分からどんどん話しかける子であり、お友達や先生とのコ
ミュニケーションのとり方はとても上手である。しかし、自分から慌てて話しかける様子で
落ち着きがない。焦って話をしているようである。そのため、周りの友達が話していても自
分が話してしまうようで、それを注意すると怒って、周りに当り散らすという。癇癪持ちで
あり、ＬＤやＡＤＨＤの可能性もあるという。また、両親は仕事の都合上、昼夜逆転の生活
を送っているようで、いつもおばあちゃんと一緒にいることが多いようだ。
５、Ｈ君の場合
　この子は、「ナ行」、「サ行」がうまく発音できず、どもり（吃音）もある子である。お母さ
んが若い人であり、そのことを心配し、専門の医師に相談をしている。早生まれであり、一
人っ子である。両親は共働きで、お母さんの話し方にむらっけがあるという。癇癪持ちで、
何かと物にあたってしまうようである。自分主体に考えているようで、周りの友達と意思の
疎通が取れないようだ。また、コミュニケーション不足でもある。自分が相手にうまく思い
を伝えられないことに気付いているようで、そのためか、事がうまく進まないと周りに当た
ってしまうようである。また、ことばの教室に通っている。
４歳児
６、Ｎちゃんの場合
　この子は、主に「サ行」の発音がうまくできなく、他にもランダムで怪しい発音があると
いう。話し方が単語であり、語彙が周りの子に比べて少ない。体も心も発育が遅く、周りの
子よりも幼いようである。お母さんが少し頼りなく、あまり話をしない人であるようだ。そ
れが原因なのか、Ｎちゃんもあまり話をしない子であり、自分から話すことはほとんどない
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という。人見知りでもある。また、容姿が周りの子よりも幼く可愛いため、周りからよく話
しかけられるが、その話し方が赤ちゃん言葉で話かけられるという。周りが甘やかしている
ようで、それが原因でＮちゃんが正しい発音をするようにならないようである。
７、Ｃちゃんの場合
　この子もＮちゃんと同じく、周りと比べて成長段階が遅い子である。話し方や動作も遅い。
舌がうまく使えていないのか発音がどもってしまっているという。しかし、言いたいことは、
きちんと伝えるようである。お兄ちゃんがいて、そのお兄ちゃんはＣちゃんのことがとて
も可愛いのか、何でもやってあげてしまうという。また、知能遅れの可能性があり、親も
それを気にしているため、専門の医師に相談しているようだ。ことばの教室にも通い始め
ている。Ｃちゃんは可愛いためか、周りが赤ちゃん言葉で話しているようで、Ｃちゃんも
赤ちゃん言葉が抜けないようである。お母さんも赤ちゃん言葉を使っていたようだが、医
師に「正しい発音を教えるように話しかける」というアドバイスを頂いたようで、最近で
は正しい言葉でＣちゃんに話しているようだ。
５歳児
８、Ｉちゃんの場合
　この子は、５歳児だというのに幼児語が未だに抜けていない子である。さらに、言葉の節々
に濁音がついてしまうという。お母さんも悩んでいるようで、よく相談を受けるようだ。また、
この子には下に妹がいる。お母さんは、妹に赤ちゃん言葉で話しかけているため、このＩち
ゃんにも同じように赤ちゃん言葉で話しているという。それを真似するように、Ｉちゃんも
妹に赤ちゃん言葉で話をしているのが原因で未だに幼児語が抜けないのではないのか、とい
うのが幼稚園側の見方である。
９、О君の場合
　この子は「サ行」が「タ行」になってしまうという子である。入園前から仲良しのお友達
がおり、その子にどもり（吃音）があるためか、その子も多少のどもり（吃音）があるという。
人見知りも激しい。О君は、生まれながらに左右の目の焦点が合わない「外斜視」という障
害を持っている。そのため、それがコンプレックスに感じているようで、周りのお友達と会
話をしないようである。また、あまり外遊びが好きではないようで、家ではテレビばかり見
ているという。テレビ漬けの疑いがある。
10、Ｋ君の場合
　この子は、お父さんが教育に無関心であるようで、お母さんと一対一でいることが多いと
いう。そのため、集団生活が馴染まないらしく、園でも一人でいることが多いという。友達
ともほとんど関わらず、全く話すことがないという。しかし、「家ではよく話をするのだ」と
お母さんがいうようである。園では、自分の思いをお友達に伝えることが出来ず、すぐお友
達に手を出してしまう。癇癪持ちであり、頑固でもあるようだ。嫌なことも良いことでも自
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己主張をしないために、相手に気持ちが伝えられない。家ではその気持ちが爆発し、よく話
すというのではないか、というのがお母さんと幼稚園側の話し合いの結果、わかってきてい
るという。幼稚園では先生が話しかけても、なかなか話してくれないのでわからないのだが、
家では「サ行」の節々が「タ行」になっているという。また、どもり（吃音）も抜けないようで、
母親が悩んで、よく園に相談にくるようである。
●　考察
　②の結果では、10 人の子どもをピックアップした。この 10 人の子ども達は、私が見て、
特に「育った環境の問題」で構音障害になったのではないか、と考えられる子ども達である。
この子ども達に共通して見られるのは、テレビ漬け、親の甘やかし、長男、長女、一人っ子、
末っ子、親の無関心、親の話し方といった生活環境の中で育っている子どもである。これは、
構音障害にどのように関係してくるのだろうか。それは次の章で述べるとする。
　ちなみに私も以前は構音障害であった。私の育った環境は、長男であり、親の甘やかしの
中で育ってきた。私の環境を含めて、構音障害と育った環境による影響を後の章で述べる。
（３）③について
●　結果
　どの園も、またどの教師にしても構音障害の子どもに共通の援助や教育を行っていること
がわかった。それは、その子自身が自ら話したいと思うような環境作りである。構音障害の
子は、自分でもうまく発音することができないことをわかっている子が多い。そのため、人
と会話をすることが苦手なのである。ましてや、自分から話をするようなことはほとんどない。
しかし、話すことによって始めて、構音障害のリハビリがスタートするのである。そのため、
その子がなるべく多く言葉を話すような環境作りを心掛けていた。
　実際のところ、構音障害というのは広く知られていないため、具体的な援助方法を知らな
い園や教師が多いようである。「成長するにつれて治っていくものだろう」このような意見が
大半であった。
　そんな中で、園によっては興味深いリハビリ方法を行っているところもあるのだ。ここでは、
それを紹介する。
１、Ｓ園の場合
　この園は、いわゆる英才教育を行う幼稚園である。子どものうちに色々なことを学ばせる
というのが園の方針のようだ。園児は漢字の勉強、読書の時間、音楽の時間、といった取り
組みをしている。脳が最もよく発達するという３歳から５歳のうちに、脳や心に刺激を与え、
知識を増やしていくという考え方だ。続けていくと効果を発揮するという。年長にもなると
漢字を書けている子、覚えている子がたくさんいるというのだ。自分の知識が増えることで、
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子どもは感動を覚えて、わかることへの喜びも覚える。また、躾も厳しく、マナーの指導も
行っているという。このような援助や支援を行うことによって、子どもの集中力が増えた、
楽しんで幼稚園に通うようになった、先生の言うことをよく聞くようになった、などの効果
が見られる。また、構音障害の子も日に日に改善していくようである。
２、Ｍ園の場合
　この園は、実際に言語療法士やことばの教室と提携を取っているという園である。直接、
言語療法士が子どもに援助を行っていたり、言語療法士に指導のやり方を教わったりしてい
るという。また、特に重度の構音障害の子どもにはことばの教室へ通うように進めているよ
うだ。園には、構音障害児のために、また教師のために正しい発音の仕方が載った本もあり、
そこには口の体操や舌の使い方が書いてあるという。構音障害児への具体的な援助の方法も
書いてあり、教師はよく参考にしているようである。そのため、年長にもなると、構音障害
の子どもがほとんどいなくなるという効果が出ているようである。
●　考察
　この③で私が感じたことは、構音障害というのが世間に知られていないということである。
具体的な援助の方法がわからないというのが園や教師の意見であろう。しかし、それでは構
音障害が治る子でも治らずに成長してしまうかもしれないのだ。もっと、園や教師が言語障
害について詳しく知る必要があるのではないか、というのが私の正直な感想である。
第２節　現在の言語センター（ことばの教室）の実態
　次に述べるのは、私が言語センターで言語療法士から聞いた、今の子ども達についての実
態と援助の方法、やり方である。ここでは、私が聞いたこと、知ったことをまとめて紹介する。
●　今の子どもについて
　言語センターのことばの教室に通っている子は、以前よりも少し増えている。主に「サ行」、
「カ行」、「タ行」に構音障害を持っている子が多いという。また、どもり（吃音）がある子も
多い。しかし、ことばの教室に通えば一ヶ月、二ヶ月もすると治る子が多いようである。何
も障害を持っていない子は短期間で改善が見られるという。
　年齢層は主に幼稚園から小学校低学年の子ども達である。中には中学生や大人も来るよう
だが、小さい子に比べると治りは遅いという。
　その言語センターは、以前よりも構音障害児が増えている原因を親ではないか、と見ている。
言語センターに子どもを連れてくる親の多くは、早口で話をするという。早口で話すことは、
子どもにとってもわかりづらい発音であるということだ。耳が未発達な子どもなら尚更であ
る。昔よりも増えた原因は、早口の親が増えたからではないか、との推測である。
●　構音障害児への援助
　援助は、広く知られている援助からその言語センターが考えた独自の援助方法まで様々で
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ある。まずは、子どもと接する中でその子の原因は何なのか。舌の使い方か、口の動かし方か、
などを探るという。そして、原因を解明した上で、その子にあった援助をするという。
　「カ行」がうまく発音できない子は、うがいをさせて、その延長で「カ行」を発音させる。「タ行」
がうまく発音できない子は、オブラートという軽いウエハース型のお菓子を机の上に載せて、
それを吹いて「トゥッ！トゥッ！」と息を吹く練習の延長で「タ行」を発音させるという。また、
ウェーファ・メソッド（※言語障害の人への具体的な指導方法が載っている本）という資料
を参考にしながら、日々研究しているという。
第３節　第２章の考察
　序章で述べたが、言語センターに行ったことで私がことばの教室に通っていた頃にお菓子
を食べていた理由を知ることができた。私は、ただ食べているという記憶だけが残っていた
が、援助方法を知る中で記憶がどんどん戻ってきた。オブラートを口の周りにつけて、舌を
使ってそれを取る。タマゴボーロを舌の上に載せて、「アーエーアーエー」と発音の練習をす
る。どれも私が行っていたことである。私はただお菓子を食べに行っている、ただ遊びに行
っている訳ではなかったのだ。きちんとした訓練、リハビリを行っていたのである。教師や
言語療法士にすれば教育を行っているが、子どもにとってはまるで遊んでいるかのように学
んでいる。これこそ、教育の醍醐味ではないかと私はとても驚くと同時に、教師や言語療法
士に改めて尊敬を抱くようになっていた。
　また、構音障害の子どもが増えていること、その原因についても探ることが出来た。さら
に、様々な問題も出てきた。一体、どのような子が構音障害になってしまうのか、育つ環境
が密接に関係しているとは、耳の発達以外の原因は何なのか、などである。そこで次の章では、
具体的になぜ構音障害になってしまうのか、という原因を調べていく。
第３章　子どもの発達とことば
第１節　脳とことばの密接な関係
　私たちがことばを話す時に使うのは、どこであろうか。口、唇、舌、あごなどである。こ
れらの部分は目に見えて動く部分である。話しことばを産出するための実行器官といえるで
あろう。しかし、これらの器官も「動け」という指令なしに動くことはないのである。こと
ばを話す時に最も重要で、様々な指令を出す大親分、それは「脳」である。
　脳は話したいことの内容を考え、それに対応することばを選び、ことばを構成する音を配
列し、その音を発音するために適した動き方を口や舌の筋肉に指令を出す。脳はまた、他の
人のことばを聞き取り、その内容を理解するための働きも受け持っている。前の章で述べた
耳の発達もこの脳の発達なしでは考えられないのだ。「話し手が脳を使って考える→話し手が
ことばを発する→聞き手がことばを耳で聞く→聞き手が脳でことばを理解する→今度は聞き
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手が話し手になる」といった連続的な働き（このような連続性を「ことばの鎖」という）を
行っているのは脳である。
　私たち人間がことばを使いこなせるのは、この脳のおかげであり、よく発達した大脳のお
かげでもあるといえる。そして、その大脳の中でことばを司っている部分を「言語野」とい
うのだ。その言語野は二つに分けることができ、一つを「ブローカ中枢」、一つを「ウェルニ
ッケ中枢」というのである。どちらもことばを話すのには、必要不可欠なものである。また、
脳血管障害や頭部外傷によって、大脳の言語野の機能が損傷されたために、起こることばの
障害を「失語症」という。
　ブローカ中枢に何らかの障害のある場合、言われていることを聞いて理解することができ、
答える中身もわかっているのだが、ことばが出てこないという失語症の症状が見られる。例
えば、Ａさんに電話の絵カードを見せ、「これは、何ですか？」と尋ねる。Ａさんはわかって
いるのだが、「えーと、あの、えーと」などと困惑し、思うようにことばが出てこない。これ
が、失語症でブローカ中枢に障害を持った人の典型的な例である。
　ウェルニッケ中枢に何らかの障害がある場合、色々なことを流暢に話すことは出来るのだ
が、自分に言われていること、聞かれていることがよくわからないという失語症の症状が見
られる。例えば、Ｂさんの前に四枚の絵カードを並べて、「電話はどれですか？」と尋ねる。
すると、Ｂさんは「よくわからないけど、電話はとても大切なもので、家に電話をかけたり
もするよ。あれは、とても便利だし、だけどわからないよ。」などのように、話すことは出来
るのだが、何を聞かれているのか、Ｂさんはわからないのである。これが、失語症でウェル
ニッケ中枢に障害がある人の典型的な例である。
　また、構音障害の子どもを訓練する際にも、これに似た症状が出てくる時がある。例を紹
介する。構音障害の子ども、Ｃさんに電話を見せて、「これは、電話と言うのよ。電話。さあ、
言ってごらん。」と何度も何度も教え込む。すると、Ｃさんは電話を覚え、言えるようにもな
った。では、先程のＢさんと同じように、Ｃさんの前に四枚の絵カードを並べて、「電話はど
れですか？」と尋ねてみる。Ｃさんは、当然電話がわかっている。しかし、Ｃさんは、電話
を選ぶことができないのであった。なぜだろう。
　この場合、Ｃさんにとって電話というものは、「家にあるもので、話せるもので、お母さん
がいつも教えてくれているものだ。」そんな概念があるのだという。だから、電話というものは、
その概念の対象となる物体であって、絵カードの電話は、電話とはわからないのである。構
音障害の子どもには、このような症状が見られる場合もあるのだ。詳しくは、次の節で述べる。
　もちろん、これらの症状は障害の程度によって、重症・軽症などで症状は変わってくる。
　失語症の患者とは、上に述べた例のように、言われている言語は聞き取れるのだが、うま
く話すことが出来ない人のことをいう。言語を聞き取れるということは、耳に何の障害もな
いということであるが、耳の発達とは関係なく構音障害になってしまう子がいる。どうやら
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原因は、脳の方が大きな役割を占めているようである。失語症や構音障害も含め、言語障害
だとわかった人（患者）は、言語訓練（リハビリ）を行わなければならない。これらは、訓
練することによって大幅な改善をする場合があるからである。
　これは、医師に診察してもらった結果、わかる人もいるが、周りの人が気付くことも多い。
特に子どもは、周りの大人がそれに気付いてあげることで早急に対応出来る。その分、治る
のも早いのである。私の場合は母親が、私が「サ行」と「タ行」の発音がうまく出来ていな
いことに気付いたという。お母さんやお父さんは子どもを毎日見ているので、そのようなち
ょっとした変化や問題に気付き、「この子、発音がおかしいのではないか？」「この子、話せ
ない言葉がある！」など疑問や不安を抱いてもらいたい。疑問や不安に思えば、医師に相談
することや同じ年代の子を持つ親に相談することも出来るであろう。子どもの周りの大人が
気付かなければ、訓練の第一歩も踏み出すことが出来ないのである。
　では、実際に訓練やリハビリを行うとする。しかし、どのように行えばいいのか、正直わ
からないことが多い。言語障害になったことがない人は、ことばを話すことは当たり前のこ
とであると思い、「ことば」や「話す」ということについて、深く考えたことがないからであ
る。実は、ことばを話すということは複雑でとても難しいものである。様々な過程を乗り越
えてこそ、ようやく話すことができるのだ。次の節では、子どもがことばを話すまでの過程
を見ていく。
第２節　ことばのビルを造ろう
　ことばを話すということは、まずそのことばを理解していないと話すこともできない。さ
らに、ことばをわかるということはそのことばの意味を理解していないといけないのである。
このように、ことばを話すためには、様々な成長過程を乗り越えていかなければならない。
　これを、「ことばのビル」と例える。つまり、ビル建設とことば建設は同じということであ
る。ビルを建てる時に、最上階を先に作ってしまい、後から下の階を作っていくというやり
方でビルを建てるか。いいえ、そんなやり方はあり得ないのだ。ビルを建てる時は、まず土
を深く掘り、土台をしっかりと固めたうえで、地階、一階、二階と、だんだん上に重ねてい
くという建て方をする。ことばを建設する時も、実は同じなのだ。
　ことばを話すという能力は、いわばビルの最上階である。下位脳の働きが整った上で始めて、
大脳が十分に機能し、話すことができるのである。ことばを理解するというのは、その下の
階であり、そのことばの意味を理解するというのは、さらに下の階なのだ。ここの建設を疎
かにしてしまうとビルが傾いたり、崩壊してしまったりする。ビル建設と同じで、ことばを
話す能力においても、土台や下の階は疎かにはできない、とても大切なことなのだ。ビル作
りはことば造りなのである。
　構音障害の子どもに周りの大人が取ってしまう援助。それは、ことばが話せないのだから、
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そのことばを教えれば良いと、ことばだけを一生懸命教えようとすることだ。「つ・め。つめ
だよ。言ってごらん。」このように教えても、その子どもが爪とはなんなのか？爪はどういう
時に使うものなのか？など、爪というもの自身を理解していなければ、言える訳がないので
ある。仮に爪と言えたとしても、ビル建設で言うならば、それは最上階を先に作ってしまっ
ているので、崩壊してしまう恐れがあるのだ。ことばで言うならば、何日か経つ頃には言え
なくなってしまっている、ことばを忘れている、などである。
　このようなことがないように、またことばを育てるために、まずはしっかりとした土台作
りを行わなければならない。では、土台作りとは何なのか。ことば造りにおいての土台作り
とは、体の発達・発育であり、心の発達・発育である。体の発達・発育や心の発達・発育に
大切なこと、それは、普段の生活である。規則正しい生活リズムであり、バランスの取れた
食事であり、発達にそった十分な運動であり、人とのコミュニケーションなどなどである。
　これらの行いが十分であるか、充実した生活を送れているのかで子どものことば発達は見
違えてくるのだ。ことばを育てるということは、体を育てることであり、心を育てることで
ある。構音障害を治すには、まずは焦らずに子どもの体や心を育てることが大切なのである。
第３節　心育てはことば育て
　そもそも人は、なぜことばを話すのであろうか。それは、聞き手側の他者に自分の気持ち
を伝えるためである。つまり、コミュニケーションを取る手段である。これは、人が生まれ
た瞬間から行われることである。赤ちゃんの泣くという行為だ。赤ちゃんはことばを話すこ
とができない。よって、声にならない声という、泣くという手段で大人に自分の気持ちを伝
えようと必死なのである。赤ちゃんを見たことがある人はわかるであろう。必死で泣いて、
必死で自分の気持ちを伝えようとしている赤ちゃんの姿を。それは、人は生まれながらに他
者とコミュニケーションを図ろうとしている行為でもある。人は一人で生きていくことはで
きない。そのため、自分の気持ちを伝えようと、ことばという手段を通して、人は生きてい
るのである。
　ことばという手段を通して、人はコミュニケーションを取る。コミュニケーションを他者
と取るためには、自分の心を開いていなければならない。人が嫌いだ、人と話したくない、
そんなことを思っている心を閉ざした人に自分の気持ちを伝えられるか。いや、伝わらない
であろう。それは、自分の心を開いてこそ始めて成り立つものなのだ。
　考えてもらいたい。第 2 章で述べた構音障害を患った子ども達のことを。彼らは皆、人見
知りであったり、一人遊びが好きであったり、自分からは話そうとしなかったり、コミュニ
ケーションを取るのが下手であったりしたではないか。彼らは心に何かしらの問題を持って
いて、心を閉ざしてしまっているからではなかろうかと。小さい頃、人との関わりを持つこ
となく育ったので、人見知りなのではないか。小さい頃、近所の子ども達と遊ぶことなく育
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ってしまったために、他の子ども達との遊び方がわからなく、一人遊びをしてしまっている
のではないか。小さい頃、母親や父親が事ある毎に厳しく叱りつけてしまったために、自分
の殻に引きこもってしまい、自分から話そうとしないのではないか。といくつかの仮説も立
てることができるであろう。そう考えると、ことばを話せない子・ことば遅れの子の多くの
原因は、心に何らかの問題があり、心を閉ざしているからではないか、と考えられないだろ
うか。
　確かに、口や舌の使い方が下手で構音障害の子もいる。しかし、今の子どもに構音障害が
増えている理由の多くは、第 2 章で述べたような心の問題なのである。
　では、彼らの構音障害を治すためには何をすればいいのか。それは、心の育成である。彼
らの閉ざされた心を周りの大人が、周りの教育者が開いてあげるのが一番のリハビリなので
ある。周りに信用できる大人が居れば、子どもは自ずと心を開くであろう。子どもだけでは
ない。それは、誰にでも共通して言えることである。自分が信用できる人や好きな人には自
分の思いを伝えたい、自分のことをよく知ってもらいたい、と思うのが人間の性である。
　自分の思いを伝えるということは、自分の心を伝えることである。そのためには、ことば
という手段を用いる。それが、人間なのだ。このように、心とことばは切っても切り離せな
い関係なのである。ことばの成長、それは、心の成長。まさしく、「心育てはことば育て」な
のである。
第４章　大人や教育者の援助
　ことばに遅れのある子ども達、つまり構音障害の子ども達のことをおわかり頂けたであろ
うか。このように、構音障害の原因は子ども個々によって、十人十色なのだ。そこで、この
第 4 章では、子どもの原因にあった援助方法を述べていく。
第１節　暮らしの中での援助
　構音障害の子ども達は、うまく発音することができない。「サ行」が「タ行」になってしま
う子ども、どもってしまう子ども、そのような子どもは口や舌の使い方がままならない。構
音障害にならないように、ここでは、構音障害の予防方法を述べる。毎日の暮らしの中を少
しだけ注意してほしい。それだけである。では、どんなことに注意をしたら良いか。それは、
食事などである。
　私たちが普段何気なくとっている食事。実は、食事というものは子どもにとっても、とて
も大切なことなのだ。食事は、飲んだり、噛んだり、吸ったりと行為によって様々な、複雑
な口の動きをする。そのような複雑な口の動きは、脳からの指令の伝達を素早くする、口の
筋肉を発達させる、舌の使い方を覚える、など構音障害にとっては最適の予防手段なのである。
言わば、口の使い方や舌の使い方の練習である。では、具体的な援助・練習方法を述べる。
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飲むということで練習
　飲むということは、生命の基礎でもある。生まれたばかりの赤ちゃんも、母親の母乳や哺
乳ビンを飲むことで生命を維持しているのだ。
　母乳や哺乳ビンは、吸うことの練習としては良いのだが、唇や舌、あごなどの、より高度
な動きは望めない。そのため、ある程度の時期がきたら、哺乳ビンをやめ、スプーンの中の
液体を飲む練習を経て、コップから飲めるように練習を行う。
　コップから飲むことで口の周りの筋肉を発達させるのである。まだ、幼い子どもなどにコ
ップで飲み物を与えると、飲み物を口の周りからダラダラと出して、こぼしてしまっている
光景を見たことがあるだろう。口から飲み物をこぼしてしまうということは、口が緩い、筋
肉が発達していない、などの証拠である。
　子どもがこぼさず飲めるようになるまでは、大人が近くに付いて「ゴックン」のやり方を
教えてあげると良いであろう。大人が良いお手本になってあげることだ。
噛むということで練習
　噛むというのは、前歯でバリッと「かみ切る」噛み方と、奥歯をすり合わせるように回し
ながら、細かくすりつぶす「そしゃく」する噛み方の、二種類がある。
　前歯で噛み切る練習には、おせんべいや、ビスケット、たくあんなどの食品が挙げられる。
また、そしゃくの練習には、スルメ、きゅうりや人参などの野菜類、ガム、肉類、魚介類な
どの食品が挙げられる。つまり、バランスのとれた食事をすることが練習なのである。
　食品の多い食事は、栄養的にバランスも良く、必然的にかたいもの、やわらかいもの、様々
な感触のものが、口に入る。それらの食品は、子どもに食品の噛む度合いを教えてくれるの
である。例えば、お肉などは、なかなか噛み切れず、アゴがだるくなってくる場合もある。
よく噛んでこそ始めて、飲み込める。噛む→飲む。バランスのとれた食事は噛むことや飲む
ことの練習に繋がるのだ。
　噛むことで、口の筋肉の発達を促し、脳への指令をスムーズに行えるようになる。また、
口や舌を活発に動かすことにも繋がる。
吸うということで練習
　吹くことや吸うことがうまくできることは、呼吸を自分でコントロールできるからである。
また、息を口から出す、鼻から出すという区別ができるのは、鼻咽喉閉鎖機能（※ 空気が口
からだけ出るように［鼻にもれないように］、鼻へ行く空気の通り道を閉じる［鼻咽喉閉鎖］
機能）がうまく働いているからである。つまり、ことばの基礎となる、呼吸のコントロール、
鼻咽喉閉鎖機能を向上させるためには、吹くことや吸うことの練習が不可欠なのである。
　吸うことの練習は、スプーンに入れた液体（スープやみそ汁など）を、吸って飲む練習、
ストローで飲み物を吸う練習などが挙げられる。吸うという練習は、自分で吸って飲むとい
うことが大切なのである。そうすることで、感覚的に呼吸のやり方や息の吐き方を覚えてい
110
くのだ。
吹くということで練習
　食事の時間に温かいものを出す。それを、フーフーと冷ますことが吹くことの練習である。
この時、やけどの危険のない程度の熱さのものを出すという配慮も必要である。まだ、フー
フーができない子どもの場合、お母さんが吹いているところを見せるだけでも十分な効果が
ある。そうすることで、子どもは自然と「熱いものは吹いて冷ます」ということを覚えてい
くのだ。
　また、吸うことや吹くことは遊びの中でも行える練習である。吸うことは、ストローを使
って、紙を吸い上げる。紙に魚の絵を描けば、立派な釣りゲームの完成である。吹くことは、
しゃぼん玉遊びや風車を吹くといった遊びがある。ハーモニカやラッパなどの音の出るもの
を吹くといった遊びもある。音の出る玩具は、それだけで子どもに興味を抱かせ、すんなり
と遊びに入っていけるというメリットも生まれる。このように色々な工夫をすることで、子
どもに吸うことや吹くことの練習もできるのだ。
　このように食事をすることで構音障害の予防に繋がるのである。他にも日常生活には様々
な予防方法がある。それを紹介する。
うがいや歯磨き
　うがいや歯磨きは、健康や清潔のためだけではなく、発声・発語運動を促すうえにも大切
な習慣である。うがいは、まず口の中に水を含んで、飲み込まずに吐き出すことから覚え→
口の中で水を回す、グチュグチュペッといううがいを覚え→水を含んだ状態で、上を向いて
も飲み込まないということを覚え→最終的には、ガラガラガラと音を立てての、一番難しい
うがいができるようになる。このうがいまで覚えると口の奥の方まで水を含むことになる。
そのようなうがいは、口の奥の方の働きを高めるためには、最適な運動なのである。
　歯磨きは口の中にハブラシを入れて、磨く。それらの行為は、歯茎や口の中をマッサージし、
口の中の感覚を高めるという効果がある。歯磨きは、ただ単に歯垢やばい菌を洗い流してい
るだけではないのだ。このように、うがいや歯磨きは、構音障害にならないための立派な予
防方法なのである。
様々な遊びの中で
　家の中、保育園や幼稚園で行うお遊戯や遊びは、構音障害にならないためには大切な予防
である。ここは、私の例も含めて紹介する。
　私は、小学二年生までことばの教室に通っていた。その中で行っていた遊び。カルタ、す
ごろく、歌を歌う、ビデオを見ることなどである。当時の私は、これらの遊びやゲームがた
だの遊びやゲームのように感じ、楽しんでやっていた。また、私にとってことばの教室が遊
びをする場であったため、楽しみでしょうがなかった。しかし、実際は構音障害のリハビリ
であった。リハビリと知っていたら、私は楽しく感じなかったであろう。みんなとは違うと
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いう疎外感も生まれたであろう。遊びという行為、それだけで子どもは楽しく感じる、興味
がわく、入りやすいというメリットがあるのだ。
　では、私が行った遊びが構音障害の予防において、どのような効果があるのかを見ていく。
カルタやすごろくゲームは、先生が文字を読んでくれる。子どもは必然的に文字に意識を置く、
文字に集中する。つまり、先生のことばをよく聞くという効果がある。
　言語療法士が構音障害の子どもに、最初に試みること。それは、耳がよく聞こえているか、
つまりことばをきちんと聞き取れているかを見る。それは、第 1 章で述べた耳の聞こえの問
題を確かめるためである。そのため、カルタやすごろくゲームをすることは、大人にとっては、
子どもが構音障害なのかを確認するための材料になり、子どもにとっては、音をよく聞くと
いうリハビリ効果がある。まさに、一石二鳥なのである。
　歌を歌うことも、ことばの音をよく聞き、自分でどうやって発音すれば、その音が出るのか、
と子どもに意識させることができる。ビデオを見ることも、ことばをよく聞くことに繋がる。
また、ビデオを見ることは、先生などの他者と必ず会話になる。それは、ことばを発するこ
とである。構音障害の子どもは、ことばを話すということも立派なリハビリに繋がるのだ。
　また、ビデオを見るには気をつけなければならないことがある。それは、構音障害の中で
も比較的軽症の子どもにしか見せてはいけないということだ。構音障害が、一語や二語程度
の軽症の子どもには見せても良いであろう。しかし、重症の子どもに見せることは、前の章
で述べた「ことばのビル」の最上階から建築することになってしまうのだ。それは、構音障
害のリハビリにはならない。土台がしっかりとした軽症の子どもに見せることは、その効果
をどんどん発揮するであろう。
　このように遊びは、立派な予防方法でもあるうえに、リハビリ方法でもあるのだ。子どもは、
遊ぶことが職業である。どんな遊びも子どもには何かしらの効果があるのだ。子どもの遊び
活動を大切にしてあげることが、大人や教育者の役目であろう。
第２節　実践例、方法
　この節では、口や舌の「動かし方」に重点をおいてみる。
　声を出すための基礎は呼吸である。また、ことばによって、口や舌は複雑な動きをしている
のである。そのことを踏まえた上での実験をいくつか紹介する。私たちが普段、意識をしてい
ない口や舌は思っていた以上に、とても複雑な動きをしていることに気付かされるであろう。
（1）深く息を吸い、その息を全部はき出した後に、「アー」と言う。
（2）口を大きくあけた状態で、「あかさたな、はまやらわ」と言う。
（3）口を閉じた状態で「あかさたな」と言う。
（4）鏡を見ながら、口の中に人差し指を入れて、ゆっくり「あーたーあーたー」と言う。
（5）鏡を見ながら、口の中に人差し指を入れて、ゆっくり「あーさーあーさー」と言う。
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（6）鏡を見ながら、口の中に人差し指を入れて、ゆっくり「あーかーあーかー」と言う。
　どうであろう。何かに気付いたであろうか？ 実験の結果や気付かされることは、こうで
ある。
（1） 声を出すことはできるであろうが、「アー」とは言えず、「ア、ア、ア」とかすかな声
になってしまう。
（2） 「あ」「か」「は」は、それらしく聞こえるが、それ以外の音は、なんとも歯切れの悪い
音になってしまう。舌やあごが、動こう動こうとしている「感覚」があったであろう。
（3）言うことができないであろう。
（4） 「た」の音の前には、舌の前の方が、上の歯茎の裏側にいっぺん押し付けられる。口の
中に入れた人差し指に、舌が押し付けられる。しかも、意外な強さに驚かされるであろう。
（5）舌の指に触れる面積が少なくなる。
（6） 舌の先は指に全く触れなくなる。そのかわり、舌の奥の方が上がったり、下がったりする。
　このように、意外なことに驚かされるであろう。それは、今までことばを話すということ
に意識をおいていなかったからである。ことばを話すというのは、そのことばの発音に合っ
た口の形であり、舌の使い方であり、あごの動かし方であり、息の出し方があるということが、
これでわかって頂けたであろう。
　そもそも構音障害の構音というのは、舌や唇を動かして音をつくり出す働きのことをいう
のだ。口や舌は音をつくる上で、重要な役割がある。構音障害の子どもは、口や舌がうまく
動いていないために、「き」が「ち」と聞こえるなどの症状が出てしまうのだ。そんな子ども
達が、口や舌に少しでも意識をおくことで、構音障害が改善される場合がある。ようは使い
方次第なのだ。
　口や舌の使い方を覚えた子どもは、もう何も心配いらないであろう。また、口や舌の使い
方を教えたとしても、うまく発音できない子どもがいる時もある。それは、口や舌がうまく
動かせていないからである。そんな子ども達は、「おくちの体操」や「おくちの運動」で、口
や舌のうごきを高めてあげることが大切なのである。
（「おくちの体操」一部省略）
おくちの運動
　おくちの運動をすることで、舌や唇の微細な動きを高めることができる。舌の動きを見る
ために、次のような動きをやってもらう。①舌を出す（アカンベーのように）、②舌で唇の右
端（左端）をなめる、③上唇（下唇）をなめる。唇の端（口角）や上や下に自由自在に舌が
とどくことは、構音の基礎運動として重要な運動である。
　舌の動きを高めるためには、なめることが一番であるからだ。私もことばの教室に通って
いた頃に行っていたことであるが、オブラート（ウエハース型の軽いお菓子）を口の回りに
つけて、舌だけを使い、なめて取る。ハチミツやソフトチョコレート（チューブ入り）を口
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の回りにつけてなめさせる。また、水あめやキャンディー、ソフトクリームなどの食べ物で
「なめる」を主体とする食べ物を食べさせることも良いであろう。機会を見つけては、「なめる」
ことをやらせることで、良い運動になるのだ。
　幼い子どもの場合、布団に入れて落ち着いた時間に、顔と顔を近づけて、「レロレロレロ」
と舌を出し入れして、遊んでみる。子どもが興味を持ち、口の辺りを少し緊張させたりすれ
ばしめたものだ。繰り返しやってみせれば、子どもも真似するであろう。
　また、声を長く続けて出すというのも良い練習である。「アー」と、なるべく長く続けて言
ってみる。普通の大人であるなら、十秒はらくらく続けられるであろう。しかし、小学生に
実施してみると、三秒とか五秒という子がザラなのだ。この「アー」と長く続けて言うことを、
毎朝行っているクラスがあったという。そのクラスでは、それまでほとんど発声のなかった
子が、声を出し始めたというのだ。毎日の積み重ねで、そのような結果が生まれたのである。
第３節　心の育成、援助（子どもの可能性を信じて）
　ここまでは、構音障害の子どものためのリハビリ・構音障害にならないための予防方法を
述べてきた。具体的にどのように予防すればいいかである。
　私は、構音障害であった。それが、このようなリハビリを行うことで治ったのだ。当時、
私に指導をして下さった先生に感謝したいものである。
　前の節に述べてきたように構音障害のリハビリや予防方法は、たくさんある。逆に言えば、
どれが効果的な方法かは、わからないのだ。構音障害の程度、子どもの環境など、子どもに
よって援助の仕方は様々である。
　この節では、子どもの心のリハビリ方法についてふれてみたいと思う。子どもの心のリハ
ビリに一番大切なことは、大人（両親や教育者）の「無償の愛」を注いであげることである。
子どもが可愛い・いい子と思い、毎日接することは子どもに大きな影響力を及ぼすのだ。そ
れを語る上で、最適な用語がある。「ピグマリオン効果」である。
ピグマリオン効果
　ピグマリオンというのは、ギリシア神話に出てくる彫刻の上手なキプロスの王様の名前で
ある。彼は、自分が彫った女性の像のあまりの美しさに、恋をしてしまう。その恋心の激し
さは、ついに像に生命を宿らせ、彼はその女性と結婚するという、思い込みによって不可能
が可能にもなるという話である。
　大人が子どもの可能性を信じて接すると、子どもが本当に変化してくるという現象を、こ
の神話により、「ピグマリオン効果」と呼ぶのである。このピグマリオン効果は、教育の世界
でも子どもに大きな影響を与えるという。それは、ハーバード大学のＲ . ローゼンソールら
による実験で明らかになった。
　同じ能力の子どもがいるクラスが二クラスある。一方のクラスの教師には「この子どもに
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は秘めた能力が備わっている」と教え、もう一方のクラスの教師には何も教えなかった。八
ヵ月後、両クラスが同じテストを行った。その結果、前者のクラスの子どもには大きな成績
の“のび”があったという実験である。
　前者の教師は、子どもの可能性を信じた。それは、子どもに対して無意識のうちに敏感に対応
するとか、あたたかく見守るといった、肯定的な態度で接する機会が多くなるであろう。つまり、
子どもに“期待”を持って、接していたのだ。その教師の“期待”も子どもは感じ取る。子ど
もからしてみれば、しっかりと教師から受け止められ、張りのある充実した雰囲気の中で学校
生活を送ることになったであろう。そのため、成績の“のび”という結果として表れたのである。
　このように子どもは大人からの“期待”という「無償の愛」を感じ取るのである。大人が
子どもを、だめな子だと思って育てれば、だめな子に育ってしまうが、いい子だと思って育
てれば、いい子に育つのである。
　構音障害の子どもを援助する時も、同じように、「この子は、本当はいい子なんだ」「この
子もきっと話せるようになるはずだ」「この子もきっとできるはずだ」という可能性や期待、
強い願いと思い込みを持って、育てたなら必ずできるように、話せるようになる。いい意味
での思い込みを持って子どもと接することは、子どもに絶大な影響を与えることであろう。
子どもの可能性を信じて接することが大切なのだ。
第４節　環境の整備
　また、構音障害を治す上で「環境整備」は、とても重要な大人の役目である。言語療法士が、
ことばの遅れを問題としてやってくる子どもたちに対して、行うことを大きく分類すると二
つある。一つは「直接的・個別的指導」である。これは、口のリハビリなど、前の節などで
述べたものだ。そして、もう一つが「環境整備」なのである。
　「環境整備」とは、子ども（のことばの力）が育ちやすいように、周囲の条件を整備するこ
とだ。例えば、お母さんに、子どもとの遊び方を教えてあげたり、より好ましいことばかけ
のやり方のヒントを出したり、育児上の相談にのったり、同年齢集団への参加をアドバイス
したりすることなどが挙げられる。
　さらに、環境整備として第一にあげたいのは、大人（援助側）が「感度の良い大人になる」
ということである。感度の良い大人とは、ここでは子どもに関心を持っている大人のことを
いう。感度の良い大人がいてくれるのは、子どもにとって、とても望ましい環境である。そ
して、大人の感度の良さを保つには、ゴミやサビを全部落として、ゼロの状態で子どもと向
き合うことである。
　ゴミやサビと例えたが、その最たるものは、多くの場合、「子どもは育てるものだ」という
先入観である。その先入観をなくすことで、大人の感度は大幅に改善するであろう。「子ども
自身が育つのだ。私たちは、それを手伝うだけだ。」という謙虚さを持って、子どもと対する
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ことが大切なのだ。
　そのような謙虚さは、子どもに安心感を与えるのである。聞いてもらえている、誰かが自
分に関心を持ってくれている、という喜びが、子どもの「この人ならわかってくれる」「この
人にもっと伝えよう」という気持ちをかきたて、コミュニケーション意欲を育てるのである。
　コミュニケーション意欲が育つ、高まるということは、話そうとする意欲がわくというこ
とである。子どもの意欲をかきたてるためにも、「環境整備」はとても大切なことなのだ。
第５節　子どもをよく見るということ
　また、子どもをよく見るということも大人・教育者の役目である。その子が何をしようと
しているのか、何を考えているのか、を観察する。子どもをよく見ることで、その子の特徴、
性格、長所や短所が見えてくるであろう。それは、その子とのコミュニケーションを量る上で、
その子の構音障害を治す上で、存分に役立つことなのだ。
　子どもをよく見るということで、一つの心得を紹介する。それは、「インリアル法」という
ものの中の『SOUL』という考え方である。
インリアル法
　インリアル法とは、アメリカのコロラド大学のワイズ博士らを中心に企画・実践さ
れた、言語発達促進のためのプログラムである。「インリアル（INREAL）」は、IN-
Class,Reactive,Language,Therapy の略で、教室の中で、保母さんや先生が良い反応をすること
によって、ことばの発達を促そうとする考え方によっている。
　その特徴は、次のとおりである。
①　従来の言語訓練のように、一方的に先生が子どもにことばを言わせたり、指示したり
するのではなく、子どもにとって自然な状況下で、子どもの問題を改善しようとする。
②　 特別な病院や訓練機関に通うのではなく、普段子どもが通いなれている保育園や幼稚
園のクラスに、ことばの先生が加わって指導を行う。それを通じて、先生や保母さん、
そしてお母さんを、ことばの良き指導者、感度の高い大人に育てる。
③　 基本的態度として、「ことば」「ことば以外の身ぶり、まなざし、行動など」をまとめた、
コミュニケーション全体をひろく対象とする。
　日常の生活環境の中で行うため、子どもが実力を発揮しやすく、指導者も子どもの全体像を
とらえやすく、子どもの必要に応じて実際的な場面で反応できる、ことが長所としてあげられる。
　このインリアル法は本来、ことばの指導者を育てる方法であるが、子どもの親や教育者に
とっても、毎日の暮らしの中での、子どもとの接し方について参考になることが、たくさん
含まれているのだ。その中でも、常に子どもを成長していく主体者として捉えているところ、
子どもを、何かを教え込む対象として考えていないところには共感を持てるであろう。
　これが「インリアル法」である。それでは、次にインリアル法の中の『SOUL』という考
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え方を紹介する。
SOUL―子どもと関わる態度の基本
●　「S」…………沈黙（Silence）
　文字通り、沈黙することであり、静かに見守ることである。子どもと関わる時、特に親の
場合は、「ああしなさい」「こうしなさい」とすぐに言ってしまうことが多い。それは、子ど
もを大人のペースに動かしているだけである。つまり、子どもを従わせているのだ。
　しかし、従わせるだけでは、子どもが主体ではなくなってしまうのである。子どもを大人
の考え方に従わせるのではなく、子どもが主導的であるように仕向けることが大切なのだ。
　子どもの行動や目の動きを、静かに見守る。そうすることで、子どもは「こんなふうに見
ているのか」「こんなふうに考えているのか」と新たな発見が生まれるのである。口を閉じて、
目と心を働かせること。これが、「Ｓ」の考え方である。
●　「Ｏ」…………観察（Observation）
　観察とは、子どもをよく見ることである。口を閉じて沈黙し、目を開けて、子どもをよく
見る、観察することが大切なのだ。子どもの顔つきなどから、その日の体調を読み取ったり、
表情から、その時の気持ちを推測したりする。
　子どもの一連の動きの中で、次は何をしようとしているのかな、と仮説を立てて見たりす
ることもできるであろう。
●　「Ｕ」…………理解（Understanding）
　観察した事柄を、これまでの子どもに関する情報と照らし合わせて、理解することである。
　顔をしかめているから、おしっこをしたいんだなとか、壁のスイッチの真下で手を伸ばして、
「ウーウー」と言っているのは、部屋の電気を点けたり消したりしたいんだな、など様々な理
解の仕方ができるであろう。
●　「Ｌ」…………聞くこと（Listening）
　今その子が言っていることも、今まさに言わんとしていることも、まだ全然言えていない
ことも、全部聞こうとするような聞き方を心掛けるということである。
　これは、耳で聞こえることばを聞くだけではなく、心と体とを全部アンテナにして、子ど
もの方に向けておく、ということでもあるのだ。
　これが、インリアル法の中の「SOUL」という考え方である。「SOUL」という言葉には、「た
ましい」とか「いのち」とか「精髄」の意味がある。インリアル法でいう「SOUL」、つまり沈黙・
観察・理解・聞くことの四つは、子どもと関わる態度の基本であり、子どもと共にこれから
の人生を歩いていくために大切な「こころ」といえるであろう。
　このように、インリアル法の SOUL という考え方を日々、心得ておくことで大人や教育者
も成長できるであろう。大人や教育者が成長するということは、子どもも成長できる環境で育
つことができるということである。子どもの構音障害を治すための環境作り、子どもを成長さ
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せるための環境作りをするために、まずは大人がその第一歩を踏み出すことが大切なのだ。そ
うすることで、子どもの構音障害は改善され、すくすくと育っていくことができるであろう。
終章　研究の成果と今後の課題
　今、振り返ってみると小学 2 年生（当時）の私の構音障害の原因は、何であったのか。正直、
わからないというところが多い。環境に問題があったのか、それとも自分自身に問題があっ
たのか。
　環境に問題があるとすれば、当時の父親の影響があるということが、一つあるかもしれな
い。当時の父親は、私が長男であるためか、とても躾の厳しい人であった。頑固親父である。
何かしたらすぐ怒るというのが日常茶飯事であった。そんな父親であったから、私の構音障
害のことでもきつく叱りつけたであろう。
　そんな環境であったから、子どもの私は、どこか萎縮してしまい、構音障害の「サ行」や
「タ行」のことばを話す時は、相手に聞こえないように小声で話したり、極力話さなくしてし
まったりしたかもしれない。本当の原因は何なのかわからないが、そんなことも要因の一つ
としてあがるのではないか、と今考えられる。
　このような考えが持てるようになったのは、この題材と出会ったからである。記憶の片隅
に閉まってあった構音障害であるが、Ｔ君との出会いが目覚めさせてくれたのだ。
　また、題材を決める時に悩んでいた私に、声をかけてくれた山室和也先生が、それを思い
出させてくれたこともある。Ｔ君や山室先生には、すばらしい題材と巡り会わせてくれたこ
とに感謝したい。
　この題材を研究していく中で、私はすっかりこの題材にはまってしまった。今では小さい
時に、構音障害で良かったと思えるまでになった。ある意味、私は構音障害で幸せだったのだ。
このような障害になっていなければ、このような「ことば」の問題について深く知ることが
なかったであろう。
　さらに、言語療法士の資格を取りたいと思う程である。言語療法士の資格を取り、私と同
じく言語障害に悩んでいる子どもやその両親を救ってあげたい。今の私の正直な気持ちであ
る。いつか、資格を取り、教師になり、学校の中で「ことばの教室」が開けたらいいな。そ
れが今の私の夢である。
　長々説明してきたが、言語障害の子どもには、何かしらの原因や要因がある。それは、一
つではないかもしれない。様々な要因があわさって、原因となるのだ。しかし、それはちょ
っとしたことを手助け・援助してあげるだけで、治ってしまうこともある障害なのである。
　それには、大人や教育者が子どものちょっとしたことに気付いてあげることが大切なので
ある。この論文が悩んでいる子どものため、困っている子どもの親のために役に立てばいい
なと思う。そんな気持ちで私はこの論文を書き終えた。
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　論文を書き終えた今、論文を書くにあたって様々な人の協力を得た。その人達の協力なく
して、この論文は書くことすらできなかったであろう。論文を書く上で協力してくれた山室
和也先生、家族、友人、言語センターの言語療法士の方々、様々な先生方など、全ての人に、
とても感謝している。また、自分や母親・父親にも感謝したい。ことばの教室に通わせてくれて、
ありがとう。言語障害であった昔の自分にありがとう。そう言いたい。
　最後になったが、論文を書くにあたって、教育実習でＴ君と出会わなければ書くことがな
かったであろう。そのＴ君の構音障害が治っていることを願い、Ｔ君に感謝の意を表すと共に、
この論文を終えることとする。
引用・参考文献一覧
＜図書＞
・岡本夏木（1982）『子どもとことば』　岩波新書
・大熊喜代松（1971）『どもりの子の母親教室』　日本放送出版協会
・大熊喜代松（1973）『ことばを求めて』　日本放送出版協会
・大熊喜代松（1983）『遊びによることばと発音の育て方』　日本文化科学社
・小林重雄（1980）『自閉症児』　川島書店
・田口恒夫（1975）『言語障害児の指導』　全国心身障害児福祉財団
・全国言友会連絡協議会（1978）『どもりの相談』　
・全国言友会連絡協議会（2000）『どもるあなたにようこそ言友会』　
・中川信子（1986）『ことばをはぐくむ』　ぶどう社
・中川信子（1990）『心をことばにのせて』　ぶどう社
・中川信子（1999）『1・2・3・歳　ことばの遅い子』　ぶどう社
・安田生命社会事業団（1976）『自閉症と共に育つ子どもたち　第 4 集』　たいまつ社
・安田生命社会事業団（1977）『自閉症と共に育つ子どもたち　第 5 集』　たいまつ社
・林賢之助　大熊喜代松（1968）『ことばの治療教室』　日本放送出版協会
・平井信義（1979）『続親の知らない子どもの秘密』　実業之日本社
・平井信義　村田保太郎（1981）『かかわりを深める』　教育出版
＜インターネット＞
・『言葉の障害～構音障害～』　http://www.phoenix-c.or.jp/~hideo/reha/kouen/007kouon.html
・『言葉の障害～失語症とは～』　http://www.phoenix-c.or.jp/~hideo/reha/kouen/003/003_01.html
・『失語症の検査と訓練』　http://www.phoenix-c.or.jp/~hideo/reha/kouen/010kensa.html
・『言語訓練　１. 失語症』　http://www.phoenix-c.or.jp/~hideo/reha/kouen/014situg.html
・『言語訓練　２. 構音障害』　http://www.phoenix-c.or.jp/~hideo/reha/kouen/022/022_01.html
